
  2. 令和 5 年度 一般会計予算総額 39 億円
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   　『 Z 世代 × 勝浦町 ー仕事・結婚・子育て 新常識で未来を想像ー 』
  8. 〈議員の目〉視察報告
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10. 〈議案審議〉当初予算 / 補正予算
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   『松本 浩明　勝浦から B リーグへ !』
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「
就
学
支
援
」「
給
食
費
助
成
」「
運
動
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」「
２
歳
児
保
育
料
無
償
化
」

「
就
学
支
援
」「
給
食
費
助
成
」「
運
動
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」「
２
歳
児
保
育
料
無
償
化
」

支
援
充
実
の
子
育
て
し
や
す
い
町
へ

支
援
充
実
の
子
育
て
し
や
す
い
町
へ

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

総
額
総
額
3838
億
８
８
０
０
万
円

億
８
８
０
０
万
円

3
月
ひ
な
会
議
は
、
3
月
2
日
か

ら
23
日
ま
で
開
催
し
、
令
和
4
年
度

補
正
予
算
、
5
年
度
一
般
会
計
予
算
、

特
別
会
計
予
算
、
条
例
改
正
等
33
議

案
と
人
事
2
議
案
を
審
議
し
、
可
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
に
9

議
員
が
登
壇
し
、
町
政
に
切
り
込
み

ま
し
た
。国民健康保険 6 億 6072 万円

介護保険 10 億 4066 万円
後期高齢者医療 1 億 2809 万円
物産販売 1730 万円
住宅資金等貸付 57 万円

令和 5 年度特別会計予算

簡易水道事業 1 億 4700 万円
勝浦病院事業 8 億   760 万円
集落排水事業 5157 万円

令和 5 年度企業会計予算（収益的収入）

阿波かつうらブランド化推進事業
商品・サービス支援、販売開拓、活性化協会及び
町との連携強化、 イベントの開催等

万
円1698

地域公共交通体制整備事業
バスが通ってない地区に対して 10 月から実証実験をする

万
円340

星谷橋架け替え事業
用地測量、一般補償・漁業補償調査等

万
円4417

DX 推進事業

万
円1098

ふるさと納税事業
万
円3100

プレミアム商品券
万
円450

万
円3430

子育て支援事業

特定地域づくり事業協同組合
事業協同組合設立準備に伴う費用。地域の担い手不足の解消と

地方での人材確保により移住・定住人口の増加をめざす

万
円373

道の駅周辺整備事業
災害時に使える公園を整備に向けた基本構想策定の
ための事前調査委託費等

万
円170

待ち望んでいた公園。子ども達が楽しく安
心して遊べるような公園を期待しています。
防災意識を高めるきっかけにもなるのでは。

河野 千夏（生名）

潜水橋のため、大きな台風のたびに浸水状
況の確認や通行止めをしたり大変であった。
解消されると負担が減り、大変ありがたい。

朔 重夫（生名）

対象者を細かく分けなくても、車の運転ができない人とかに限定
しては。回数も決めず、金額の上限だけを決めておいて、神山町
のようにかかった分の 15% の実費負担だと嬉しい。

尾田 義枝（石原）

農業 ( 柑橘 ) をしており収穫期の人手不足の解消に
利用したい。しかし競争率が高そうで心配。派遣職
員はどの程度確保できるのか。

内谷 安宏（坂本）

星谷運動公園リニューアル

運動公園の花壇を季節ごとに植え替えて、地域の美
化活動をしています。リニューアルによって今まで
以上に喜んでもらえたら嬉しいです。管理は大変で
すが、子ども達が遊ぶ遊具も充実させてほしい。

福野 雅子（星谷）

運動公園の出入口付近に花壇を整備、
遊具・ベンチ等整備。

２歳児保育料無償化

私は 2 月に徳島市から勝浦町に引っ越してきま
した。４月からコスモス保育園に娘がお世話に
なっておりますが、まさかの保育料無料という
事で大変ありがたく嬉しく思っています。

花房 絵利香（沼江）

2歳児の保育料を無償化し、
保護者の負担を軽減する。

学校給食費助成事業

本年度も給食費の無料化が継続される事にな
り、物価高騰の中、子育て世代の家計への負
担軽減にも繋がると思います。今後の継続に
も期待しています。

坂口 美由紀（沼江）

令和 5年 10月から 6ヵ月間給食費を無償化。

高校生等就学支援

10 万円は大変ありがたい。以前、長
女が阿南方面の通学バスを利用してい
たが、下の娘が小さかった事もあり大
変助かった。できれば引き続き午前の
1 便でも運行して欲しかった。

相原 愛子（棚野）

高校生の通学支援として 1人 10万円を
支援する。
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〈
Ｑ
２
〉
Ｚ
世
代
の
結
婚
観
は
。

結
婚
に
は
、
金
銭
的
ゆ
と
り
も
大
切

―
―
―
次
の
質
問
で
す
。「
結
婚
観
に

つ
い
て
」
結
婚
と
い
う
と
一
言
で
ど
ん

な
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。

桑
原　

僕
は
ま
だ
学
生
な
の
で
あ
ん
ま

り
考
え
た
事
が
な
い
の
で
分
か
り
ま
せ

ん
。

鈴
木　

親
の
背
中
を
見
て
育
っ
て
き

た
が
、
も
っ
と
親
を
超
え
て
い
き
た

い
。親
父
も
お
か
ん
も
最
高
で
す
け
ど
、

も
っ
と
最
高
な
家
庭
を
作
っ
て
、
パ
ー

ト
ナ
ー
と
最
高
の
結
婚
を
し
た
い
で
す

ね
。

宮
本　

結
婚
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、

こ
の
人
と
一
生
を
過
ご
し
た
い
と
思
え

る
人
と
添
い
遂
げ
る
事
だ
と
思
い
ま

す
。
す
ご
く
ア
ニ
メ
に
影
響
を
受
け
て

い
ま
す
。

―
―
―
Z
世
代
は
現
実
的
で
堅
実
派
ら

し
く
、
今
の
回
答
を
聞
い
て
す
ご
く
当

て
は
ま
る
。
で
は
自
分
が
ど
う
な
れ
た

ら
、
ま
た
は
社
会
が
ど
う
な
っ
た
ら
、

結
婚
や
出
産
を
し
た
い
と
思
い
ま
す

か
。

「OVER TALK( オーバートーク )」は、
住民に集まっていただき一つのテーマに
ついて話しすぎていただく、誌面・イン
ターネット動画連動型の企画です。

１
９
９
０

年
代
半
ば
か

ら
２
０
１
０

年
代
生
ま
れ

の
世
代
を
さ

す
Z
世
代
。
デ

ジ
タ
ル
ネ
イ

テ
ィ
ブ
と
も

呼
ば
れ
、
生

ま
れ
た
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
あ
り
、
情
報
の
収
集

源
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。
多
様
性
や
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
心
を
持
ち
、

仕
事
面
で
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
重
視
と
も
言
わ
れ
る
彼

ら
が
描
く
理
想
の
社
会
と
は
。

《 プ ロ ロ ー グ 》

未 来 を 担 う
『 Z 世 代 』

第
5
回
目
と
な
る
「
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ 

Ｔ

Ａ
Ｌ
Ｋ
」
の
テ
ー
マ
は
、「
Z
世
代
×

勝
浦
町　

仕
事
・
結
婚
・
子
育
て　

新

常
識
で
未
来
を
想
像
」。
少
子
高
齢
化

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
勝
浦
町
で
す

が
、県
内
の
自
治
体
間
で
比
較
す
る
と
、

山
間
部
の
割
に
は
人
口
減
少
率
が
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
次
世
代
を
担
う
Z
世
代
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
仕
事
、
結
婚
、

子
育
て
を
軸
に
勝
浦
町
の
未
来
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「Z 世代×勝浦町」
−−仕事・結婚・子育て 新常識で未来を想像−−

―
―
―
こ
ん
ば
ん
は
。
タ
イ
ト
ル「
オ
ー

バ
ー
ト
ー
ク
」
に
は
、《
語
り
尽
く
す
》

と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
、
勝
浦
町
の

未
来
に
つ
い
て
、
本
音
で
語
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

全
員
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
Ｑ
１
〉
教
育
環
境
な
ど
、
勝

浦
町
に
求
め
る
も
の
は
。

資
源
は
豊
富
に
あ
る

も
っ
と
効
果
的
な
活
用
法
を

―
―
―
最
初
の
質
問
で
す
。
小
さ
な
自

治
体
だ
か
ら
こ
そ
、
き
め
細
か
な
子
育

て
や
教
育
環
境
の
充
実
が
可
能
と
考
え

ま
す
。
勝
浦
町
の
行
政
に
求
め
る
も
の

は
何
で
す
か
。

宮
本　

子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化
で

す
。
具
体
的
な
年
齢
層
と
し
て
0
歳
以

上
か
ら
高
3
ま
で
が
良
い
と
思
う
。
理

由
と
し
て
、
子
ど
も
が
多
い
家
庭
だ
と

医
療
費
が
多
く
か
か
り
ま
す
。

松
浦　

教
育
面
に
着
目
。
例
え
ば
横
瀬

小
学
校
の
取
組
み
、「
恐
竜
」
や
「
み

か
ん
」
を
活
用
し
た
授
業
、
マ
ル
シ
ェ

の
開
催
な
ど
全
町
的
に
展
開
し
、
勝
浦

の
特
産
物
を
発
信
す
る
力
を
つ
け
る
。

高
校
生
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
が
1
時
間

に
1
本
程
度
で
通
学
が
不
便
。
修
学
支

援
と
し
て
1
人
10
万
円
を
配
布
す
る
予

定
で
す
が
、
そ
れ
以
外
で
も
何
か
改
善

で
き
た
ら
と
考
え
ま
す
。

鈴
木　

僕
の
経
験
か
ら
、
中
学
校
時
代

投
げ
や
り
な
教
師
が
い
た
。
も
っ
と
融

通
の
利
く
、
多
様
性
を
持
っ
た
教
育
を

し
て
く
れ
る
人
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

Ｇ
Ｔ
Ｏ
の
鬼
塚
英
吉
み
た
い
な
先
生
が

い
た
ら
最
高
だ
と
思
い
ま
す
。

桑
原　

保
育
園
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

増
や
し
た
ら
、
働
く
人
が
増
え
る
。
親

も
子
ど
も
を
預
け
て
、
た
く
さ
ん
仕
事

が
で
き
る
の
で
保
育
所
を
増
や
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
―
い
ろ
ん
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
ず
高
校
生
の
交
通
網
の
不
便

さ
が
あ
る
。
実
際
通
っ
て
い
る
お
2
人

の
通
学
手
段
は
。

宮
本　

行
き
は
親
の
車
、
帰
り
は
汽
車

や
自
転
車
、
車
等
、
い
ろ
ん
な
方
法
を

使
っ
て
い
ま
す
。

桑
原　

自
転
車
で
行
っ
て
い
る
が
、
雨

の
日
は
親
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

―
―
―
高
校
ま
で
距
離
が
あ
る
の
で
、

親
や
祖
父
母
の
手
助
け
が
必
要
。
本
当

に
皆
さ
ん
苦
労
し
て
い
ま
す
。
あ
と
事

前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
公
園
整
備
へ
の
意

見
が
多
か
っ
た
。
勝
浦
町
の
公
園
は
少

な
い
と
思
い
ま
す
か
。

鈴
木　

メ
ッ
チ
ャ
思
い
ま
す
。
使
用
禁

止
と
か
、
草
が
あ
ん
ま
り
刈
れ
て
な
い

よ
う
な
所
も
。
全
部
綺
麗
に
す
る
の
で

は
な
く
、
少
し
で
良
い
の
で
ち
ゃ
ん
と

し
た
公
園
が
ほ
し
い
で
す
。

―
―
―
以
前
か
ら
、
自
然
は
豊
か
だ
が

山
が
荒
れ
、
ハ
メ
（
マ
ム
シ
）
や
イ

ノ
シ
シ
が
出
て
、
子
ど
も
と
遊
ぶ
の
は

ち
ょ
っ
と
怖
い
、
危
険
だ
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

Z 世代
《トークゲスト》

勝浦生まれの Z 世代の方々に集まっ
ていただき、オーバートークしてい
ただきました。

松
まつ

浦
うら

 由
ゆ

依
い

（中角）
役場職員

鈴
すずき

木 裕
ひろき

基（山田）
建設業

平成 12 年生まれ。
勝浦町役場に勤務。

趣味は音楽鑑賞、読書。「太
宰治」の大ファンで、大
学の卒業論文のテーマに
した。好きな作品は「人
間失格」。

平成 10 年生まれ。
3 代目として家業に従事。

掃除片付けが得意。その
強みを建設業の労働環境
改善に活かしたい。趣味
は、スケボー、キャンプ、
お酒。

宮
みや

本
もと

 駿
しゅん

（星谷）
高校生

桑
くわ

原
はら

 歩
あゆむ

武（横瀬）
高校生

平成 19 年生まれ。
城東高校 2 年。

剣道部に所属。趣味はア
ニメと洋画鑑賞。物理が
好きなので、将来は航空
宇宙開発関係の仕事に就
きたいと思っている。

平成 18 年生まれ。
阿南光高校 3 年。

囲碁将棋部に所属。趣味
はオンラインゲーム。将
来はゲームプログラマー
をめざしている。

『僕の人生はゲーム漬け』

《 テ ー マ 》

《ファシリテーター》

溝
みぞ

上
がみ

 由
ゆ

美
み

（棚野）

NPO 法 人 K-Friends の ク
ラブマネージャー。
夫の退職を機に U ターン。
2018 ～ 21 年県内の総合
型地域スポーツクラブの
設立や運営などに関わる。
テニス、ゴルフで健康づ
くりをしている。

http://www.town.katsuura.lg.jp/gikai/chukei/

5 4



松
浦　

シ
ン
プ
ル
に
給
与
と
休
暇
の
充

実
。
子
育
て
も
大
学
ま
で
行
か
せ
る
と

お
金
は
絶
対
に
必
要
。
休
み
が
取
り
や

す
い
環
境
も
大
事
に
な
っ
て
く
る
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

お
金
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。
お

金
が
あ
っ
た
ら
子
ど
も
は
7
人
で
も
10

人
で
も
。
人
数
に
応
じ
て
給
付
金
を
渡

す
み
た
い
な
。

桑
原　

出
会
い
の
場
を
見
つ
け
る
。
そ

の
う
ち
出
会
い
が
あ
る
と
信
じ
て
、
出

会
い
が
あ
っ
た
ら
結
婚
を
考
え
よ
う
か

な
と
。

宮
本　

今
は
忙
し
く
て
、
人
生
設
計

も
就
職
ま
で
し
か
考
え
て
な
い
。
ゆ
と

り
が
持
て
て
、
こ
の
人
と
結
婚
し
た
い

な
っ
て
思
え
る
人
が
で
き
た
ら
結
婚
し

た
い
。

〈
Ｑ
３
〉
勝
浦
町
で
働
く
場
所

を
増
や
す
に
は
。

仕
事
だ
け
で
は
な
く

家
の
斡
旋
な
ど
も
包
括
的
に

―
―
―
次
の
質
問
で
す
。
勝
浦
町
で
働

く
場
所
を
増
や
す
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
浦　

い
ろ
ん
な
人
の
意
見
を
聞
く
事

で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
一
つ
を
と
っ
て
も

課
題
や
改
善
点
が
見
え
て
き
た
。
職
場

や
普
段
の
生
活
の
中
で
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

桑
原　

と
て
も
勉
強
に
な
り
、
貴
重
な

時
間
だ
っ
た
。

宮
本　

自
分
1
人
で
考
え
る
よ
り
、
色

ん
な
人
と
意
見
交
換
し
た
方
が
た
く
さ

ん
意
見
が
出
て
く
る
。
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

―
―
―
オ
ー
バ
ー
ト
ー
ク
勝
浦
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
。
本
日
の
テ
ー
マ
は
「
Z
世
代

×
勝
浦
町　

仕
事
・
結
婚
・
子
育
て　

新
常
識
で
未
来
を
創
造
」と
い
う
事
で
、

４
人
の
Z
世
代
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
日
は
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
員　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
が
あ
る
が
、
発
信
数
が
少
な
く
、
行

き
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
。
勝
浦
町
は
大

阪
か
ら
バ
ス
で
2
時
間
以
上
か
か
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
駆
使
し
問
題
点
を
ど
う
し

て
い
く
か
考
え
て
い
く
べ
き
。

〈
Ｑ
４
〉
勝
浦
町
を
広
め
る
た

め
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
。

恐
竜
博
物
館
な
ど

も
っ
と
恐
竜
を
活
用
し
て
み
て
は

―
―
―
続
い
て
の
質
問
は
「
勝
浦
町
を

全
国
、
世
界
に
売
り
出
し
、
多
く
の
方

に
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
の
ア
ピ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト
」
で
す
。

宮
本　

み
か
ん
を
使
っ
た
商
品
を
増

や
す
。
と
て
も
美
味
し
い
の
で
。
Ｐ
Ｒ

の
仕
方
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ま
た
は
有
名
人

に
商
品
を
提
供
し
て
、
紹
介
し
て
も
ら

う
な
ど
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
ら
良

い
。

松
浦　
「
日
本
最
古
の
恐
竜
」
が
結
構

強
み
だ
と
思
う
。
私
が
東
京
に
い
た
と

き
に
「
日
本
最
古
級
の
化
石
が
発
見
」

の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。
そ
こ
に
、「
勝

浦
町
」「
恐
竜
化
石
」
っ
て
い
う
文
字

が
出
て
い
た
。

桑
原　

外
国
人
と
か
県
外
か
ら
来
た
人

「Z 世代×勝浦町」
−−仕事・結婚・子育て 新常識で未来を想像−−

《テーマ》

鈴
木　

建
設
業
を
し
て
い
る
が
、
勝
浦

町
で
は
若
手
不
足
。
建
設
業
だ
け
で
な

く
農
業
と
か
を
含
め
て
紹
介
で
き
た
ら

良
い
。

―
―
―
企
業
と
個
人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
っ

て
い
う
事
で
す
ね
。

鈴
木　

は
い
。

松
浦　

ま
ず
は
企
業
誘
致
を
。
企
業
が

勝
浦
町
に
来
て
会
社
を
作
れ
る
よ
う
な

場
所
を
確
保
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
会

社
に
勤
め
る
人
が
住
め
る
土
地
、場
所
、

家
を
作
る
っ
て
い
う
の
が
重
要
。

桑
原　

勝
浦
で
は
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り

と
恐
竜
が
有
名
な
の
で
、
そ
れ
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
、
た
く
さ
ん

人
が
来
れ
ば
良
い
と
思
う
。

―
―
―
発
信
力
が
課
題
。
年
齢
幅
を

も
っ
と
広
げ
て
、
若
い
方
か
ら
も
発

信
し
て
も
ら
え
た
ら
良
い
な
っ
て
思

う
。
仕
事
す
る
場
は
あ
る
け
ど
人
が
い

な
い
っ
て
い
う
の
も
切
実
で
、
就
職
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
身
近
な
勝
浦
町
で
し
て

く
れ
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

松
浦　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
映
え
ス
ポ
ッ
ト
と
い

え
ば
「
坂
本
八
幡
神
社
の
花
手
水
」
な

に
遍
路
道
が
も
っ
と
分
か
り
や
す
か
っ

た
ら
、
印
象
に
残
っ
て
ネ
ッ
ト
に
上
げ

て
く
れ
る
。
勝
浦
の
遍
路
道
は
「
な
ん

か
す
ご
い
」
み
た
い
な
事
を
認
識
し
て

も
ら
え
る
の
で
は
。

鈴
木　

み
か
ん
で
す
ね
。
勝
浦
と
い
え

ば
み
か
ん
。
ま
た
、
清
流
勝
浦
川
の
水

で
作
っ
た
お
米
で
純
米
吟
醸
酒
を
、
洒

落
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
。
世
界
的
に
日
本

酒
ブ
ー
ム
な
の
で
、
世
界
に
発
信
で
き

る
。

―
―
―
恐
竜
の
発
信
を
も
う
ち
ょ
っ
と

深
堀
し
た
い
。
前
回
の
オ
ー
バ
ー
ト
ー

ク
で
勝
浦
町
に
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク

作
ろ
う
よ
っ
て
意
見
が
あ
っ
た
。

宮
本　

博
物
館
を
作
る
の
は
良
い
と
思

う
。

鈴
木　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
型
博
物
館
は

子
ど
も
が
来
る
の
で
、
親
も
来
て
お
金

を
落
と
し
て
く
れ
る
。

―
―
―
そ
う
で
す
ね
。
大
き
な
博
物
館

を
作
り
た
い
で
す
ね
。

―
―
―
で
は
最
後
に
お
1
人
ず
つ
、
今

回
の
企
画
に
参
加
し
た
感
想
な
ど
を
お

願
い
し
た
い
。

鈴
木　

今
回
の
企
画
、
す
ご
い
良
か
っ

た
で
す
。
こ
う
い
う
取
り
組
み
は
毎
年

し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

勝
浦
町
ふ
る
さ
と
大
使
を
務
め

ら
れ
た
森
脇
さ
ん
に
も
、
勝
浦

町
出
身
の
Z
世
代
の
1
人
と
し

て
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

仕
事
づ
く
り

町
内
に
は
6
次
産
業
化
を
進
め
る

み
か
ん
農
家
や
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
会

社
な
ど
、
魅
力
的
な
技
術
力
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
つ
企
業
が
存
在
し
ま
す
。

し
か
し
、
業
務
改
善
や
新
規
事
業
参

入
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要
で
、
ま

た
町
と
し
て
独
自
の
大
規
模
支
援
を

行
う
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
政
府
や
県
が
主
導
す
る
、
よ
り

多
額
の
企
業
支
援
策
に
着
目
し
、
制

度
の
周
知
拡
大
に
加
え
補
助
申
請
や

融
資
等
の
伴
走
型
支
援
が
で
き
る
体

制
構
築
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

ひ
と
づ
く
り

勝
浦
町
で
の
教
育
は
友
人
や
教
員
、

地
域
の
方
々
と
緊
密
な
関
係
性
を

築
き
や
す
い
一
方
で
、
多
様
な
働
き
方

や
生
き
方
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
で

す
。
そ
こ
で
全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

勝
浦
町
出
身
の
方
々
か
ら
話
を
伺
う
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
キ
ャ

リ
ア
を
考
え
る
機
会
を
作
っ
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

ま
ち
づ
く
り

「
坂
本
家
を
活
用
し
た
大
学
ゼ
ミ
実
習

の
誘
致
・
受
入
」
に
よ
る
関
係
人
口
創

出
を
提
案
し
ま
す
。
大
学
と
の
連
携
実

績
は
あ
り
ま
す
が
、
坂
本
家
を
活
用
し

た
滞
在
型
の
実
習
誘
致
に
よ
っ
て
若
者

と
勝
浦
町
と
の
関
係
性
を
深
め
、
将
来

的
な
移
住
検
討
や
ふ
る
さ
と
納
税
、
今

後
の
協
働
等
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
継
続
的
に
繋
が
る
関
係

人
口
の
創
出
を
工
夫
し
て
い
く
こ
と

が
、
町
内
外
双
方
の
目
線
で
勝
浦
町
を

魅
力
的
に
し
て
い
く
た
め
に
必
要
で

す
。

Z
世
代
は
上
の
世
代
よ
り
も
現
実
的

で
実
利
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
発
信
し
や
す
い

話
題
づ
く
り
よ
り
も
、
地
味
で
あ
っ

て
も
少
な
い
労
力
や
費
用
で
挑
戦
を

支
援
す
る
事
に
よ
る
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
へ
の
投
資
や
政
策
実
現

が
理
想
で
あ
る
と
、
Z
世
代
か
つ
勝

浦
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
一
人
と
し
て

考
え
て
い
ま
す
。

森
もり

脇
わき

 聡
そ う や

哉
東京都在住
平成 11 年生まれ。
勝浦町出身。

城東高校在学中、1 年間休
学しオーストラリアへ留
学。同時期に勝浦町ふる
さと大使として活動。今
春、慶應義塾大学を卒業
し、都内金融機関に就職。
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主
要
幹
線
道
路
付
近
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
は
。（
瀬

戸
）

個
人
情
報
保
護
法
等
の
遵

守
、
設
置
費
や
管
理
費
等
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
道
の

駅
へ
の
設
置
を
検
討
す
る
。

（
令
和
元
年　

み
か
ん
会
議
）

令
和
5
年
度
予
算
で
防
犯
カ
メ

ラ
3
台
購
入
（
役
場
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

の
設
置
予
定
）
合
計
７
台
設
置
予

定
。

詰
ま
っ
て
い
た
側
溝
、
現
在
は

適
正
に
保
守
管
理
が
な
さ
れ
て
い

る
事
を
確
認
し
た
。

遊
具
が
撤
去
さ
れ
た
ま
ま
放
置

さ
れ
、
殺
風
景
な
農
村
公
園
。

広
域
農
道
の
保
守
が
で
き

て
い
な
い
。
側
溝
が
詰
ま
っ
て
お

り
2
次
災
害
の
危
険
が
あ
る
。（
仙

才
）

県
に
保
守
を
要
望
す
る
。

（
令
和
元
年　

若
あ
ゆ
会
議
）

石
原
農
村
公
園
遊
具
撤
去

後
　
そ
の
後
は
？
（
瀬
戸
）

新
た
な
遊
具
の
設
置
予
定

は
な
い
。
住
民
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
憩
い
の
場
と
し
て
、
既
存
の

農
村
公
園
も
含
め
、
遊
具
等
の
点

検
や
更
新
の
検
討
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

（
令
和
3
年
み
か
ん
会
議
）

４
年
経
っ
た
現
状
は
…

徐
々
に
増
え
て
き
た
…

今
回
は
、
清
掃
さ
れ
た
け
ん
ど
…

遊
具
の
撤
去
は
さ
れ
た
け
ん
ど
…

年
度
が
変
わ
っ
た
で
よ
…

４
年
経
っ
た
現
状
は
…

２
年
経
っ
た
現
状
は
…

ど
う
な
っ
と
ん
で
？

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

ど
う
な
っ
と
ん
で
？

東
部
広
域
農
道
の
保
守

ど
う
な
っ
と
ん
で
？

公
園
の
遊
具
撤
去

そ
の
後
の
検
討
は

そ
の
後
の
検
討
は

　
　
　
　

し
た
ん
で
？

　
　
　
　

し
た
ん
で
？

清掃前（上）後（下）

撤去前（上）後（下）

誰
が
誰
が
守守もも

り
す
る
ん
で
？

り
す
る
ん
で
？

ごみ問題を考える
広域ごみ処理先進地に学ぶ、“在り方 ” 議員

の目

兵
庫
県
で
は
、
加
古
川
市
を
は
じ

め
と
す
る
2
市
2
町
（
加
古
川
市
、

高
砂
市
、
稲
美
町
、
播
磨
町
）
で
広

域
ご
み
処
理
施
設
を
建
設
し
、
令
和

4
年
6
月
に
高
砂
市
「
エ
コ
ク
リ
ー

ン
ピ
ア
は
り
ま
」
と
い
う
処
理
場
を

稼
働
。
そ
の
建
設
ま
で
の
経
緯
な
ど

の
研
修
に
稲
美
町
へ
、
実
際
の
施
設

の
見
学
に
高
砂
市
へ
行
き
ま
し
た
。

4
つ
の
市
町
は
元
々
そ
れ
ぞ
れ

が
処
理
施
設
を
持
っ
て
い
ま
し
た

が
、
施
設
の
老
朽
化
の
た
め
、
稲
美

町
長
の
提
案
で
協
議
会
が
設
置
さ

れ
、
10
年
を
超
え
る
期
間
を
経
て
昨

年
完
成
し
ま
し
た
。
稲
美
町
は
運
営

費
が
修
繕
費
を
含
め
年
間
約
2
億
円

か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
焼
却
熱
に

1月 23日に鳥取県三朝町、24日に兵庫県丹波市、25日に兵庫県稲美町と
高砂市へ視察研修を実施。勝浦町では広域によるごみ処理をめざしていたが、
徳島市の脱退により協議が頓挫。そこで、新たな枠組みや処分方法などを学
ぶため、広域でごみ処理を推進する地域を訪れた。ごみ処理の広域化先進地
の取り組みにはどんな学びがあるだろうか。

令
和
2
年
度
の

全
国
の
ご
み
総
排
出
量
は

４
１
６
７
万
ト
ン
（
東
京
ド
ー
ム
約

１
１
２
杯
分
）、
１
人
１
日
当
た
り
の
ご

み
排
出
量
は
９
０
１
グ
ラ
ム
で
す
。

勝
浦
町
で
は
、
年
間
４
０
１
８
万
円

の
ご
み
焼
却
費
用
が
か
か
っ
て
お

り
、
1
人
あ
た
り
に
換
算

す
る
と
約
８
４
０
０

円
の
計
算
と
な
り
ま
す
。

焼
却
費
用
は
ご
み
の
重
量
に

よ
り
変
動
す
る
た
め
、
勝
浦
町
は

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
対
し
補

助
金
を
用
意
し
て
お
り
、
ご
み

の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
副
町
長　

再
任

副
町
長
に
山
田
徹
氏
（
中
山
）
を
選
任

同
意
。

勝
浦
町
人
権
擁
護
委
員
の
諮
問
に
答
申

谷
尻
廣
美
氏
（
中
山
）

新
た
な
政
策
監　

着
任

新
た
な
政
策
監
と
し
て
、
4
月
か
ら
佐

藤
健
司
氏
（
徳
島
市
国
府
町
）
着
任
。

徳
島
県
県
土
整
備
政
策
課
副
課
長
、
保

健
福
祉
部
医
療
政
策
課
広
域
医
療
室
長

等
を
歴
任
。
妻
、
子
ど
も
3
人
。

副町長 山田徹氏

勝浦町に「新しい風」を
吹かせる、強力な体制が
組まれました。

政策監 佐藤健司氏

無人運転もできる『ごみピット』

稼働中の防犯カメラ

こ
れ
で

こ
れ
で

　　

2424
時
間
安
心
！

時
間
安
心
！

視察報告

エコクリーンピアはりま

https://eco-cleanpeer-harima.com/

よ
る
発
電
の
売
電
収
益
に
よ
り
運

営
負
担
金
は
約
２
０
０
０
万
円
と

な
る
見
込
み
だ
そ
う
で
す
。

ご
み
処
理
の
広
域
化
は
、
一
般

的
に
、
施
設
の
統
合
や
集
約
化
に

よ
っ
て
、
単
独
施
設
を
複
数
整
備

す
る
の
に
比
べ
、
施
設
建
設
費
や

維
持
管
理
費
の
削
減
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
近
隣
自
治
体
と

の
調
整
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

も
出
て
き
ま
す
。
本
町
に
お
い
て

は
昨
年
広
域
化
の
計
画
が
頓
挫
し

ま
し
た
が
、
ど
う
考
え
て
も
広
域

化
で
の
対
応
が
望
ま
し
い
と
思
え

る
研
修
で
し
た
。

ま
た
、
三
朝
町
で
は
防
災
対
策
、

丹
波
市
で
は
恐
竜
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
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民
や
団
体
か
ら
意
見
を
伺
い
た
い
。
整

備
内
容
に
よ
り
、
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
の
適
用
や
整
備
す
る
施
設
に
よ
っ

て
使
え
る
補
助
金
の
内
容
が
変
わ
っ
て

く
る
。

運
動
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
進
め
た
い

―
―
―
整
備
内
容
を
精
査
を
す
る
と
き

に
、
以
前
か
ら
要
望
し
て
い
た
子
ど
も

の
意
見
を
取
り
入
れ
て
は
。

石
木
教
育
委
員
会
事
務
局
長

早
期
の
実
施
を
要
望
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

―
―
―
運
動
公
園
の
花
壇
整
備
、
管
理

の
見
通
し
が
つ
い
た
の
か
。
単
年
度
で

は
な
い
と
思
う
が
計
画
内
容
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
出
入
口
あ

た
り
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
花
壇
を
整
備

し
た
い
。
管
理
料
は
令
和
5
年
度
、
年

間
24
万
２
０
０
０
円
で
あ
る
。

教

育
・

子

育

て

小
中
学
校
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化

令
和
7
年
度
ま
で
に
順
次
対
応

―
―
―
横
瀬
小
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に

１
６
０
０
万
円
ほ
ど
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
内
容
は
。

石
木
教
育
委
員
会
事
務
局
長

普
通
教
室
が
9
室
、特
別
教
室
7
室
、

廊
下
な
ど
施
設
内
全
て
を
更
新
す
る
予

定
だ
。
計
画
で
は
6
年
度
生
比
奈
小
学

校
、
7
年
度
中
学
校
を
予
定
し
て
い
る
。

観

光
・

に

ぎ

わ

い

恐
竜
関
係
予
算

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
報
酬
４
９
２
万
円

―
―
―
恐
竜
関
係
予
算
で
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
新
た
に
委
託
型

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
す
る
が
内

容
は
。

石
木
教
育
委
員
会
事
務
局
長

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
報

酬
で
４
９
２
万
円
、
採
用
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
協
力
隊
へ
の
委
託
料
で

４
８
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

防
災
・
ま
ち
づ
く
り

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
相
談
と

自
治
体
シ
ス
テ
ム
標
準
化
が
主
業
務

―
―
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
の
業
務
内
容

は
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
は
、
原
則
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
相
談
を
考
え
て
い
る
。
各
職
員

と
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
相
談
、
ま
た

自
治
体
シ
ス
テ
ム
標
準
化
へ
の
相
談
等

を
考
え
て
い
る
。

防
災
公
園
の
整
備

地
元
住
民
か
ら
意
見
を
聞
き
た
い

―
―
―
防
災
機
能
を
有
し
た
公
園
整
備

事
業
の
詳
細
は
。

総
務
防
災
課
長

公
園
整
備
基
本
構
想
の
策
定
に
向

け
た
事
前
調
査
委
託
費
を
計
上
し
て
い

る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
メ
ン
バ
ー
は

決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
ま
ず
は
地
元
住

令和５年度は、子育て事業に多くの予算が割かれた。就任当初から「子育てし
やすい町」をマニュフェストに掲げる町長が、本腰を入れて教育・子育て支援に
取り組む一年となる。また、地域公共交通体制の整備に向けての実証実験などに
も予算が組まれ、老若男女が住みやすい勝浦町への第一歩が踏み出される。

議案審議

子 育 て 支 援 3400 万 円
子育てしやすい町に本腰

〈
調
査
予
定
地
区
〉
坂
本
・
久
国

町
道
棚
野
八
石
線
整
備
事
業

舗
装
及
び
道
路
付
属
施
設
施
工
（
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
・
防
草
シ
ー
ト
）

２
０
２
４
万
円 

教

育
・

子

育

て

教
育
・
学
術
・
文
化
及
び
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
補
助
事
業

勝
浦
中
学
校
野
球
部
の
全
国
大
会
出
場

に
伴
う
増
額
補
正
。

37
万
円

そ

の

他

 

勝
浦
町
山
林
基
金
積
立

生
比
奈
財
産
区
、
横
瀬
財
産
区
解
散
に

伴
う
繰
入
金
を
基
金
条
例
を
制
定
し
積

み
立
て
る
も
の
。

２
３
７
５
万
円

財
政
調
整
基
金
積
立 1

億
５
０
０
０
万
円

（
3
月
末
時
点
財
調
基
金
残
高

22
億
２
２
１
２
万
円
）

防
災
・
ま
ち
づ
く
り

国
土
調
査
事
業

令
和
5
年
度
実
施
予
定
分
を
前
倒
し
で

追
加
補
正
、
繰
越
。1

億
１
５
１
０
万
円 議案審議

文部科学大臣杯
全日本少年春季軟式野球大会（静岡県）

道の駅周辺　公園整備の候補地

徳
島
市
と
勝
浦
町
と
の
間
に
お
け
る
一

般
廃
棄
物
の
処
理
に
係
る
事
務
の
委
託

の
廃
止
に
つ
い
て

―
―
―
平
成
29
年
に
広
域
協
議
が
始

ま
っ
て
、
費
用
が
約
３
０
０
万
か
か
っ

て
い
る
。
廃
止
に
な
っ
た
場
合
の
剰
余

金
の
返
還
請
求
は
で
き
る
の
か

後
藤
住
民
課
長

各
市
町
の
負
担
金
は
、
必
要
な
事
業

費
を
毎
年
、
年
度
末
に
徳
島
市
が
清
算

を
し
て
い
る
。
支
払
い
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
清
算
済
み
。

―
―
―
否
決
し
た
場
合
ど
う
な
る
の
か

山
田
副
町
長

小
松
島
市
か
ら
新
た
な
計
画
に
声
を

か
け
ら
れ
た
と
き
は
、
廃
止
の
手
続
き

が
必
要
。
今
回
は
廃
止
し
、
新
た
な
計

画
を
立
て
、
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
。

勝
浦
町
公
の
施
設

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

か
ん
き
つ
テ
ラ
ス
と
く
し
ま
内
の
借
受

施
設
（
オ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
）
を
令
和
5
年

4
月
か
ら
1
年
間
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
K

－

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
に
委
託
。

勝
浦
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
横
瀬
上
川
原
支
線
）

横
瀬
地
区
の
宅
地
造
成
に
伴
い
新
設
さ

れ
た
町
道
。

C
I
O
補
佐
官

自
治
体
な
ど
の
情
報
化
の
推
進
支

援
を
す
る
た
め
に
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
情
報

化
統
括
責
任
者
）
を
補
佐
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
役
職
。

令
和
5
年　

ひ
な
会
議

条
例
等
を
審
議

勝
浦
町
山
林
基
金
条
例
や
職
員

の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
等
、
17
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

薄暗い現在の廊下　横小

財
政
調
整
基
金

年
度
間
の
財
源
不
足
に
備
え
る

た
め
、
決
算
剰
余
金
な
ど
を
積

み
立
て
、
財
源
が
不
足
す
る
年

度
に
活
用
す
る
目
的
の
基
金
。
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一 般 質 問

防 災 
ま ち づ く り

パートナーシップ制度　導入は国で判断 美 馬 P.13

通学路　外側線が薄くなっているのは認識している 花 房 P.14

消防団員の人命救助について　消防学校での訓練も計画したい 花 房 P.14

知事を選ぶ基準は「町全体の発展」 井 出 P.15 

ごみ焼却施設　時期を見て小松島市と協議したい 相 原 P.16

消火栓修繕や新規要望については協議の上に対応している 瀬 戸 P.17

前川キャンプ場　軽微な傷みは早急に修繕
調査のうえ計画的に取り組む 篰 P.18

平石山　盛り土損傷時の修繕可能　安全対策されていると認識 仙 才 P.19

星谷橋架け替え工事　7年着工・13年完成予定 国 清 P.21

教 育・ 子 育 て
県教委作成の手引きに沿ってニーズ調査・分析をする 松 田 P.20

学区問題の解消　意見・提言していきたい 松 田 P.20

観光・にぎわい

「ふれあいの里さかもと」　町のイメージアップに寄与
町としてもう少し頑張ってみたい 仙 才 P.19

道の駅周辺整備　多くの方々の意見を聞き
取得できる用地に対し整備したい 国 清 P.21

農 業 振 興
貯蔵みかん　令和 5年に向けて体質強化・浮皮対策を推進 相 原 P.16

新規就農支援 3人活用 瀬 戸 P.17

医 療 福 祉 買い物難民対策は現行事業を充実していく 井 出 P.15

そ の 他
職員の不祥事再発防止のため　必要なら行政監査もお願いしたい 美 馬 P.13

勝浦病院　入院を受け入れるが人数に制限がある 篰 P.18

一般質問とは、議員個人が町長などの執行部に対して執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を求め、
町が町民のために適切な町政運営を進めているかを確認する場。3月・7月・11月に行っている。

過去に発行した勝浦町議会広報や一般質問の全編映像は、公式ウェブサイトから閲覧できます。

そちらも合わせてご覧ください。

http://www.town.katsuura.lg.jp/gikai/

中
瀬
総
務
防
災
課
長

発
生
要
因
や
再
発
防
止
策
等
に
つ
い

て
協
議
す
る
課
長
会
議
を
開
催
し
た
。

防
止
対
策
は
現
在
、
整
理
検
討
を
行
っ

て
い
る
状
況
で
、
５
年
度
早
々
に
は
町

民
に
報
告
し
た
い
。
準
公
金
を
取
り
扱

う
担
当
者
の
任
期
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な

い
。
20
団
体
で
総
額
７
６
３
万
１
６
９

円
。

―
―
―
今
回
の
不
祥
事
で
直
接
迷
惑
を

か
け
た
方
は
何
人
か
。

上
村
農
業
振
興
課
長

狩
猟
者
登
録
数
は
76
名
で
迷
惑
を
か

け
た
狩
猟
者
は
43
名
。
２
月
の
猟
友
会

理
事
会
に
町
長
と
参
加
し
謝
罪
し
た
。

町
長信

頼
し
て
も
ら
え
る
よ
う
こ
れ
か
ら

も
住
民
に
寄
り
添
い
、
今
一
度
気
を
引

き
締
め
考
え
直
し
て
い
く
。
必
要
な
ら

行
政
監
査
も
お
願
い
し
た
い
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

導
入
は
国
で
判
断

―
―
―
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入

に
つ
い
て
、
導
入
し
な
い
と
の
新
聞
報

道
が
あ
っ
た
。
町
と
し
て
の
認
識
か
。

後
藤
住
民
課
長

町
民
か
ら
の
要
望
も
な
く
、
国
で
判

断
さ
れ
る
事
が
望
ま
し
い
。

―
―
―
区
の
役
員
に
女
性
を
推
奨
し
て

は
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

区
長
会
に
お
願
い
す
る
な

ど
女
性
が
参
画
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
や
啓
発
等
も
必
要

と
考
え
進
め
て
い
き
た
い
。

再
発
防
止
の
た
め

必
要
な
ら
行
政
監
査
も
お
願
い
し
た
い

―
―
―
職
員
の
不
祥
事
に
よ
る
町
長
の

責
任
を
問
う
。

野
上
町
長

関
係
者
に
大
変
迷
惑
を
か
け
申
し
訳

な
い
。
今
後
こ
の
よ
う
な
事
が
無
い
よ

う
気
を
引
き
締
め
、
徹
底
し
た
管
理
を

行
っ
て
い
く
。

―
―
―
職
員
の
不
祥
事
、
会
計
処
理
の

不
正
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
個
人

の
資
質
の
問
題
か
、
そ
れ
と
も
組
織
の

問
題
な
の
か
。

町
長個

人
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、

不
祥
事
を
起
こ
さ
せ
る
組
織
に
も
少
し

問
題
が
あ
る
。

―
―
―
準
公
金
は
不
適
切
な
事
案
が
発

生
す
る
リ
ス
ク
が
大
き
く
、
職
員
の
た

め
に
も
行
政
監
査
を
行
い
信
頼
を
回
復

す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
取
り
扱
い
時
の

ル
ー
ル
は
あ
る
の
か
。
準
公
金
を
扱
っ

て
い
る
団
体
の
総
数
、
総
額
は
。

その他の質問

 ● 男女共同参画基本計画の進捗は

 ● 審議会や防災力に女性の登用は

様々な性のあり方、生き方を学べました

準
公
金　

総
額
７
６
３
万
円

扱
い
方
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い

美
み ま

馬 友
と も こ

子 議員

準
公
金

業
務
の
必
要
性
や
関
連
団
体
の

要
望
等
に
よ
り
、
職
員
が
取
り

扱
っ
て
い
る
公
金
以
外
の
金
銭

で
法
令
に
よ
り
管
理
方
法
は
定

め
ら
れ
て
い
な
い
。
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一 般 質 問

は
い
つ
ま
で
に
具
体
化
さ

れ
る
の
か
。

野
上
町
長

新
規
事
業
で
は
な
く
現

行
の
事
業
を
充
実
し
て
い

く
。

建
設
課
長

通
学
路
の
外
側
線
が
薄
く
な
っ
て

い
る
事
は
認
識
し
て
い
る
。
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
時
に
線
の
表
示
状
態
も
確
認
を

始
め
た
い
。
通
学
路
等
で
自
転
車
や
歩

行
者
等
の
交
通
量
な
ど
も
考
慮
し
て
、

区
と
も
協
議
し
な
が
ら
ラ
イ
ン
施
工
等

を
考
え
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
の
人
命
救
助
に
つ
い
て

消
防
学
校
で
の
訓
練
も
計
画
し
た
い

―
―
―
町
内
で
人
命
救
助
の
事
案
が
起

外
側
線
が
薄
く
な
っ
て
い
る
の
は

認
識
し
て
い
る

―
―
―
車
道
外
側
線
の
目
的
は
。

海
川
建
設
課
長

道
路
の
路
肩
部
へ
の
逸
脱
走
行
を
防

ぎ
、
運
転
者
の
た
め
の
連
続
的
誘
導
線

と
し
て
悪
天
候
や
夜
間
時
の
自
動
車
の

快
適
走
行
を
可
能
に
す
る
。
ま
た
、
車

両
と
歩
行
者
路
外
障
害
物
と
の
交
通
事

故
を
減
少
さ
せ
る
事
が
目
的
で
あ
る
。

―
―
―
消
え
て
い
る
所
が
多
く
あ
る
が

管
理
体
制
は
。

建
設
課
長

道
路
管
理
者
が
維
持
管
理
を
す
る
事

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
区
や
住

民
か
ら
の
要
望
や
情
報
等
に
よ
っ
て
維

持
修
繕
を
し
て
き
た
が
、
路
面
の
穴
ボ

コ
や
段
差
の
対
応
を
中
心
に
修
繕
し
て

き
た
。

―
―
―
外
側
線
が
消
え
て
い
る
道
路

に
通
学
路
が
あ
り
、
特
に
危
険
と
考
え

る
が
認
識
は
。

き
た
時
の
対
応
は
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

消
防
の
役
割
は
火
災
予
防
、
消
火
、

救
急
救
助
活
動
、
地
震
風
水
害
へ
の
対

応
と
な
っ
て
い
る
。
交
通
事
故
に
お
け

る
救
助
は
救
急
救
命
士
が
、
最
低
限
の

資
機
材
を
有
し
て
お
り
対
応
は
可
能
で

あ
る
。
安
全
確
認
が
と
れ
な
い
救
助
は

近
隣
市
町
村
へ
お
願
い
す
る
。

―
―
―
救
助
要
請
の
協
定
は
結
ん
で
い

る
か
。

総
務
防
災
課
長

協
定
は
結
ん
で
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で

協
力
を
お
願
い
す
る
形
で
あ
る
。

―
―
―
消
防
団
員
に
も
人
命
救
助
の
訓

練
が
必
要
で
は
な
い
か
。

総
務
防
災
課
長

人
命
救
助
は
命
に
係
わ
る
事
で
あ

る
。
専
門
的
な
知
識
が
必
要
に
な
る
た

め
、
今
後
消
防
学
校
で
の
訓
練
や
講
師

を
招
い
て
の
訓
練
も
計
画
し
て
い
き
た

い
。

通
学
路
の
外
側
線　

交
通
量
も

考
慮
し
て
施
工
を
考
え
た
い

その他の質問

 ● ふるさと納税について

 ● 議場での答弁について

 ● 道の駅周辺整備について

線の消えた通学路

花
はなふさ

房 勝
かついち

一 議員

で
は
「
安
全
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
土

砂
の
搬
入
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

町
長町

民
の
安
心
安
全
に
尽
力
し
て
い
く

事
に
変
わ
り
な
い
。

買
い
物
難
民
対
策
は

現
行
事
業
を
充
実
し
て
い
く

―
―
―
町
内
の
商
店
が
相
次
い
で
閉
店

し
て
、
買
い
物
難
民
が
増
え
て
い
る
。

町
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

長
友
福
祉
課
長

高
齢
者
支
援
と
し
て
、
買
物
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
券
配
布
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

30
分
７
０
０
円
、
１
時
間

１
０
０
０
円
で
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
な
る
周
知
に
努

め
た
い
。

―
―
―
今
後
の
取
り
組
み

の
２
氏
。
後
藤
田
氏
は
「
関
係
者
か
ら

こ
れ
ま
で
の
対
応
に
つ
い
て
考
え
方
を

聴
取
し
た
い
」
三
木
氏
は
「
対
象
と
な

る
事
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
適
用
を
検

討
す
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。
勝
浦
町

長
と
し
て
知
事
を
選
ぶ
基
準
に
平
石
山

鉱
山
の
安
全
対
策
を
重
視
す
る
の
か
。

野
上
町
長

町
全
体
の
発
展
を
考
え
て
選
ぶ
。

―
―
―
町
長
の
姿
勢
は
一
貫
し
て
変
わ

り
な
い
の
か
。
２
０
２
１
年
3
月
議
会

知
事
を
選
ぶ
基
準
は「
町
全
体
の
発
展
」

―
―
―
令
和
5
年
5
月
に
施
行
さ
れ
る

「
盛
土
規
制
法
」
に
よ
っ
て
、
規
制
区

域
内
で
行
わ
れ
る
盛
土
等
は
知
事
の
許

可
の
対
象
に
な
る
事
が
明
記
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
平
石
山
鉱
山
問
題
を
考
え
る

会
が
、
知
事
候
補
4
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
。

知
事
に
就
任
し
た
場
合
、「
盛
土
規

制
法
」
を
平
石
山
鉱
山
に
適
用
す
る
か

に
つ
い
て
、「
適
用
し
盛
土
規
制
の
た

め
に
取
り
組
む
」
は
古
田
氏
、
飯
泉
氏

その他の質問

 ● フレイル予防とサポーター養成を

上部からの落石が心配される平石山鉱山

井
い で

出 美
み ち こ

智子 議員

平
石
山
鉱
山　

町
長
の
姿
勢
変
わ
ら
ず

「
町
民
の
安
心
安
全
に
尽
力
し
て
い
く
」
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一 般 質 問

か
ん
の
体
質
強
化
と
し

て
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
、
浮

皮
対
策
と
し
て
ジ
ベ
レ

リ
ン
の
活
用
等
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

で
は
高
値
で
１
キ
ロ
４
０
０

円
台
後
半
に
達
す
る
事
も

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

―
―
―
品
質
は
ど
う
か
。

農
業
振
興
課
長

令
和
4
年
産
み
か
ん
は
夏
季
に
お

け
る
降
雨
に
よ
り
果
実
の
肥
大
化
が
進

み
、
平
年
よ
り
大
玉
が
大
幅
に
増
加
。

9
月
中
旬
の
台
風
14
号
に
よ
り
果
実
の

傷
が
増
加
し
、
11
月
の
高
温
と
降
雨
に

よ
り
浮
き
皮
が
進
み
加
工
原
料
向
け
が

増
え
た
。
令
和
5
年
に
向
け
て
は
、
み

ご
み
焼
却
施
設　

時
期
を
見
て

小
松
島
市
と
協
議
し
た
い

―
―
―
広
域
ご
み
処
理
の
枠
組
み
解
消

の
経
緯
と
町
と
し
て
の
方
向
性
は
。

後
藤
住
民
課
長

令
和
4
年
11
月
30
日
に
徳
島
市
か
ら

単
独
で
ご
み
処
理
施
設
を
整
備
を
す
る

方
針
が
示
さ
れ
、
12
月
5
日
、
勝
浦
町
、

小
松
島
市
、
石
井
町
、
北
島
町
の
4
市

町
長
が
広
域
ご
み
処
理
連
絡
会
議
解
散

を
発
表
し
た
。

そ
の
後
、
小
松
島
市
は
ご
み
焼
却

施
設
の
基
本
構
想
策
定
の
予
算
を
上
程

し
、
令
和
5
年
度
中
の
策
定
を
め
ざ
し

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
時
期
を
み
て

協
議
の
場
を
お
願
い
す
る
。

―
―
―
ご
み
の
分
別
と
軽
量
化
の
施
策

は
。

住
民
課
長

分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
適
正
な
分

別
、
生
ご
み
処
理
機
の
活
用
も
お
願
い

し
な
が
ら
、
ご
み
の
軽
量
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

貯
蔵
み
か
ん　

令
和
5
年
に
向
け
て

体
質
強
化
・
浮
皮
対
策
を
推
進

―
―
―
令
和
4
年
度
産
の
み
か
ん
の
出

荷
状
況
と
市
況
は
。

上
村
農
業
振
興
課
長

令
和
4
年
度
産
の
J
Ａ
出
荷
量
予
定

は
約
１
０
０
０
ト
ン
で
前
年
よ
り
多
く

な
る
見
込
み
。
出
荷
は
2
月
上
旬
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
3
月
上
旬
ま
で
の
間
、

安
定
し
た
価
格
で
推
移
し
て
い
る
。

個
選
出
荷
は
大
阪
名
古
屋
市
場
な
ど

広
域
ご
み
処
理
連
絡
会
議　

解
散

町
の
今
後
の
ご
み
処
理
は

その他の質問

 ● 準公金の着服問題について

３月最盛期の JA 選果機

相
あいはら

原 喜
き く お

久男 議員

篰
しとみ

 公
こういち

一 議員

修
繕
や
新
規
要
望
に
つ
い
て
は

協
議
の
上
に
対
応
し
て
い
る

―
―
―
消
火
栓
、
防
火
水
槽
の
計
画
的

な
設
置
基
準
は
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

消
防
庁
の
設
置
基
準
で
は
、
対
象
物

か
ら
１
４
０
ｍ
以
内
の
距
離
に
設
け
る

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

―
―
―
消
火
栓
、
防
火
水
槽
の
維
持
管

理
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

総
務
防
災
課
長

各
消
防
分
団
に
お
い
て
点
検
、
確
認

を
お
願
い
し
て
、
修
繕
や
新
規
要
望
が

あ
る
場
合
は
協
議
の
上
、
対
応
し
て
い

る
。

新
規
就
農
支
援
3
人
活
用

―
―
―
遊
休
農
地
の
把
握
は
で
き
て
い

る
か
。

上
村
農
業
振
興
課
長

農
業
委
員
会
に
お
い
て
年
１
回
夏
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
随
時
農
地
の

見
守
り
を
し
、
把
握
に
努
め
て
い
る
。

―
―
―
遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

農
業
振
興
課
長

管
理
不
全
は
高
齢
化
や
後
継
者
不

在
に
よ
る
担
い
手
不
足
、
条
件
不
利
地

等
の
複
合
的
な
要
因
が
あ
る
。
遊
休
農

地
解
消
に
向
け
、
所
有
者
に
対
し
て
利

用
意
向
調
査
な
ど
の
書
類
を
発
行
し
た

り
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
や
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
等
の
活
用
、

新
規
就
農
者
の
確
保
や
農
業
者
へ
の
支

援
、
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
な
ど
の
従
来

の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
継
続
し
て
い

き
た
い
。

―
―
―
農
業
振
興
補
助
金
の
活
用
状
況

と
検
証
は
。

農
業
振
興
課
長

新
規
就
農
者
支
援
事
業
を
、
令
和
4

年
度
は
国
の
事
業
2
人
、
町
の
事
業
1

人
が
活
用
し
て
い
る
。
農
業
振
興
対
策

事
業
費
補
助
事
業
の
活
用
は
取
得
備
品

及
び
設
備
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
5

年
間
は
受
給
者
が
活
用
管
理
す
る
事
に

な
っ
て
い
る
。
農
地
に
つ
い
て
は
、
パ

ト
ロ
ー
ル
や
中
山
間
の
農
地
維
持
管
理

の
指
導
を
続
け
て

い
き
た
い
。

消
火
栓
・
防
火
水
槽
維
持
管
理
は

各
消
防
分
団
に
お
願
い
す
る

トラクターも一緒に放置された遊休地

その他の質問

 ● 相続税、固定資産税に関する事瀬
せ と

戸 直
なおいち

一 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

流
人
口
も
増
加
す
る
な
ど
、
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
し
、
総
務
大
臣
賞
や

農
林
水
産
大
臣
賞
な
ど
の
受
賞
に
つ
な

が
っ
た
。

地
域
の
拠
点
と
し
て
雇
用
創
出
や
多

大
な
経
済
効
果
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
な
ど
が
実
現
で
き
た
施
設
だ
と
思

う
。21

年
が
経
過
し
、
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ

し
て
い
な
い
部
分
も
出
て
き
た
が
、
発

想
を
転
換
す
れ
ば
夢
や
希
望
が
あ
る
施

設
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
町
と
し

て
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み
た
い
。

平
石
山　

盛
り
土
損
傷
時
の
修
繕
可
能

安
全
対
策
さ
れ
て
い
る
と
認
識

―
―
―
現
行
の
盛
り
土
施
業
案
は
、
残

壁
上
部
か
ら
の
落
石
対
策
が
考
慮
さ
れ

て
い
な
い
。
落
石
で
盛
り
土
面
が
損
傷

し
た
と
き
修
復
は
可
能
か
。
ま
た
作
業

者
の
安
全
対
策
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

海
川
建
設
課
長

国
か
ら
は
補
修
は
可
能
と
聞
い
て
い

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
寄
与

町
と
し
て
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み
た
い

―
―
―
「
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
」

は
開
業
21
周
年
を
迎
え
た
。
同
施
設
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る

か
。

野
上
町
長

坂
本
小
学
校
廃
校
後
、
農
村
体
験

宿
泊
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も

と
」
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
こ

の
計
画
は
本
当
に
坂
本
地
区
に
合
っ
て

い
た
。
地
域
が
活
性
化
さ
れ
、
ま
た
交

し
て
い
る
が
、
利
用
が
始
ま
る
ま
で
に

実
施
し
た
い
。
施
設
の
軽
微
な
傷
み
に

つ
い
て
は
早
急
に
修
繕
し
、
予
算
措
置

が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
調
査
の

う
え
計
画
的
に
取
り
組
み
た
い
。

―
―
―
施
設
を
有
効
的
に
活
用
す
る
に

は
将
来
的
な
展
望
が
必
要
で
は
な
い

か
。

企
画
交
流
課
長

令
和
5
年
度
中
に
外
部
の
方
の
意
見

を
参
考
に
し
、
駐
車
場
や
バ
ン
ガ
ロ
ー

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

勝
浦
病
院　

入
院
を
受
け
入
れ
る
が

人
数
に
制
限
が
あ
る

―
―
―
新
型
コ
ロ
ナ
は
5
月
8
日
か
ら

5
類
へ
移
行
さ
れ
る
予
定
で
、
そ
れ
に

伴
い
医
療
費
の
公
費
負
担
や
診
療
体
制

が
見
直
さ
れ
る
。
6
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
予
定
と
費
用
負
担
は
ど
う
な
る

の
か
。

長
友
福
祉
課
長

6
回
目
は
令
和
5
年
5
月
以
降
接
種

予
定
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
5
歳

軽
微
な
傷
み
は
早
急
に
修
繕

調
査
の
う
え
計
画
的
に
取
り
組
む

―
―
―
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
ア
ウ
ト
ド

ア
志
向
が
高
ま
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
利

用
者
が
倍
増
し
て
い
る
。
し
か
し
、
樹

木
の
伸
び
過
ぎ
や
施
設
の
傷
み
で
問
題

が
あ
る
。
対
応
が
必
要
で
は
。

寺
尾
企
画
交
流
課
長

樹
木
の
伐
採
は
新
年
度
で
予
算
計
上

以
上
の
基
礎
疾
患

の
あ
る
方
、
医
療

従
事
者
が
対
象
と
な
る
。
そ
れ
以
外
の

方
は
今
年
9
月
以
降
の
接
種
予
定
で
あ

る
。
費
用
は
無
料
の
見
通
し
で
あ
る
。

―
―
―
勝
浦
病
院
で
入
院
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
対
応
す
る
た
め

に
必
要
な
事
は
。

笠
木
病
院
事
務
局
長

勝
浦
病
院
で
は
入
院
を
受
け
入
れ
る

事
に
な
る
。
個
室
や
換
気
設
備
が
整
っ

た
病
室
で
の
入
院
と
な
る
の
で
、
人
数

に
制
限
が
あ
る
。

―
―
―
検
査
や
診
察
に
対
す
る
個
人
負

担
は
。

病
院
事
務
局
長

5
類
移
行
後
は
原
則
自
己
負
担
と
な

る
が
、
高
額
な
も
の
は
公
費
で
賄
わ
れ

る
。

前
川
キ
ャ
ン
プ
場

施
設
や
駐
車
場
の
在
り
方
を
検
討

その他の質問

 ● 職員不祥事事件、生かされなかった教訓

大人気の前川キャンプ場

篰
しとみ

 公
こういち

一 議員

その他の質問

 ● 自治体ＤＸへの対応

 ● 光ケーブル料金改定

農村体験宿泊施設 「ふれあいの里さかもと」

仙
せんざい

才 守
まもる

 議員

る
。
ま
た
作
業
者
の
安
全
対
策
は
な
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

―
―
―
町
は
県
へ
の
意
見
書
で
「
指
摘

し
た
措
置
が
確
認
で
き
な
け
れ
ば
、
県

が
申
請
を
許
可
す
る
事
は
了
承
し
が
た

い
」
と
明
記
し
て
い
る
。
ま
た
県
は
業

者
へ
の
申
請
許
可
条
件
と
し
て
「
関
係

機
関
（
町
）
の
意
見
を
十
分
尊
重
し
事

業
を
実
施
す
る
事
」
と
し
て
い
る
が
、

尊
重
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
ど
の
よ
う

な
行
動
が
取
れ
る
の
か
。

春
木
政
策
官

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
勝
浦
町
の

意
見
を
十
分
に
尊
重
し
て
事
業
を
実
施

す
る
よ
う
求
め
、
今
後
と
も
町
と
連
携

し
な
が
ら
指
導
す
る
。」
と
の
事
だ
っ

た
。

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

「
発
想
転
換
す
れ
ば
夢
や
希
望
あ
る
」
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一 般 質 問 一 般 質 問

と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、
影
響
を
注

視
し
た
い
。

今
後
は
徳
島
県
教
育
委
員
会
が
作
成

し
た
手
引
き
に
沿
っ
て
、
教
員
と
生
徒

対
象
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
分
析

を
行
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
新
年
度
１
回

目
の
校
長
会
で
Ｋ

－

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ

と
の
情
報
交
換
を
予
定
し
て
い
る
。

―
―
―
部
活
動
の
地
域
移
行
の
受
け
皿

と
な
り
得
る
Ｋ

－

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
の

組
織
強
化
、
既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

団
体
と
の
連
携
強
化
も
重
要
に
な
る
。

山
積
す
る
課
題
解
決
を
目
的
に
「
地
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
採

用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

市
川
教
育
長

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

へ
の
財
政
措
置
が
1
市
町
村
に
1
人
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
6
年
度
以
降
の
判

断
に
な
る
が
、
今
回
の
提
案
を
今
後
の

部
活
動
の
地
域
移
行
や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
の
参
考

に
し
た
い
。

県
教
委
作
成
の
手
引
き
に
沿
っ
て

ニ
ー
ズ
調
査
・
分
析
を
す
る

―
―
―
休
日
の
学
校
部
活
動
の
段
階
的

な
地
域
連
携
・
地
域
移
行
を
進
め
る
事

に
な
っ
た
。
現
状
の
課
題
と
地
域
移
行

に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

石
木
教
育
委
員
会
事
務
局
長

希
望
の
部
活
動
が
な
い
、
専
門
的
な

指
導
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

ま
た
、
勝
浦
中
学
校
で
は
令
和
５
年
度

よ
り
部
活
動
へ
の
入
部
を
自
由
化
す
る

学
区
問
題
の
解
消

意
見
・
提
言
し
て
い
き
た
い

―
―
―
令
和
5
年
度
、
高
校
生
へ
の
修

学
支
援
と
し
て
10
万
円
給
付
が
始
ま

る
。
保
護
者
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
喜

ん
で
も
ら
え
る
が
、
向
上
心
を
持
っ
て

学
習
に
励
む
「
生
徒
」
に
と
っ
て
は
不

条
理
で
不
公
平
な
「
学
区
制
」
問
題
の

早
期
解
消
が
重
要
で
な
い
か
。
同
じ
考

え
の
首
長
と
と
も
に
行
動
を
起
こ
し
て

ほ
し
い
。

野
上
町
長

学
区
制
に
つ
い
て
県
内
首
長
と
の
情

報
交
換
や
知
事
懇
談
会
等
で
意
見
し
て

き
た
。
地
元
の
小
松
島
西
高
校
勝
浦
校

と
の
連
携
に
も
取
り
組
み
つ
つ
、
機
会

が
あ
れ
ば
意
見
、
提
言
は
し
て
い
き
た

い
。

部
活
動
の
地
域
移
行

校
長
会
で
情
報
交
換
を
予
定

多くの子ども達が参加するキッズサッカー教室

松
まつだ

田 貴
た か し

志 議員

海
川
建
設
課
長

新
年
度
で
用
地
測
量
、
補
償
調
査
を

実
施
し
、
6
年
度
に
用
地
を
取
得
。
7

年
度
着
工
を
考
え
て
い
る
。

―
―
―
星
谷
橋
の
架
け
替
え
は
町
長
の

公
約
事
項
だ
が
、
い
つ
ご
ろ
の
完
成
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

野
上
町
長

旧
橋
の
撤
去
も
含
め
て
、
令
和
13
年

頃
と
考
え
て
い
る
。

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
意
見
を
聞
き
、
基
本
構

想
を
策
定
す
る
と
担
当
課
長
か
ら
答
弁

が
あ
っ
た
。
整
備
は
ど
れ
く
ら
い
の
規

模
で
行
う
の
か
。
ま
た
、周
辺
に
は「
人

形
文
化
交
流
館
」や
駐
車
場
も
あ
る
が
、

整
備
に
含
ま
れ
る
の
か
。

野
上
町
長

多
く
の
方
々
の
意
見
を
聞
き
計
画
を

進
め
て
行
く
が
、
道
の
駅
周
辺
で
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
と
、
来
場
者
が
多

い
の
で
先
に
で
き
る
事
か
ら
対
応
し
て

い
く
。
整
備
の
範
囲
は
、
町
道
「
神
の

木
線
」
か
ら
東
の
「
人
形
文
化
交
流
館
」

や
駐
車
場
ま
で
の
範
囲
で
、
取
得
で
き

る
用
地
に
対
し
整
備
を
考
え
た
い
。

星
谷
橋
架
け
替
え
工
事

７
年
着
工
・
13
年
完
成
予
定

―
―
―
星
谷
橋
架
け
替
え
工
事
が
新
年

度
予
算
で
、
詳
細
設
計
、
用
地
測
量
、

補
償
物
件
調
査
な
ど
４
４
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
地
元
で
は
早
期

着
工
を
望
ん
で
い
る
。
い
つ
ご
ろ
に
な

る
の
か
。

多
く
の
方
々
の
意
見
を
聞
き

取
得
で
き
る
用
地
に
対
し
整
備
し
た
い

―
―
―
町
長
２
期
目
の
公
約
で
あ
る

「
道
の
駅
周
辺
整
備
」
に
つ
い
て
、
１

年
目
に
は
予
算
化
せ
ず
遅
れ
て
い
る
。

新
年
度
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
協
議
し
、
地
元
関
係
者
と
ワ
ー

その他の質問

 ● 南海トラフ大地震に備えて

 ● 県道新浜勝浦線改良工事

 ● みかんのブランド化

 ● 美女と野獣で活性化

 ● 協働によるまちづくり

その他の質問

 ● ポストコロナへの取り組み

町
長
公
約　

道
の
駅
周
辺
整
備

「
で
き
る
事
か
ら
対
応
し
て
い
く
」

道の駅周辺の風景画

国
くにきよ

清 一
い ち じ

治 議員
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令和 5 年度の
広報モニター決定！

「
議
会
だ
よ
り
か
つ
う
ら
」
第
92
号

４
年
連
続
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

令
和
4
年
度
全
国
町
村
議
会
議
長
会
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
３
１
７
町
村
議
会

の
応
募
の
中
、
議
会
だ
よ
り
か
つ
う
ら
92
号

が
、
優
良
賞
（
8
位
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

4
年
連
続
、
そ
し
て
、
昨
年
よ
り
順
位
を
一

つ
上
げ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

審
査
委
員
か
ら
は
「
ご
意
見
番
」「
Ｏ
Ｖ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」
な
ど
の
町
民
参
加
型
企
画
、

誌
面
と
ウ
ェ
ブ
の
連
動
が
評
価
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
町
民
が
知
り
た
い

情
報
を
分
か
り
や
す
い
表
現
方
法
を
意
識
し

な
が
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
各
地
域
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー

で
す
が
、
今
年
度
は
次
の
み
な

さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

中

村

顕

也

沼

江

谷
添
美
津
子

今

山

小

西

浩

司

中

角

唐

渡

永

至

星

谷

野

崎

裕

之

生

名

西

田

直

美

棚

野

柿

原

孝

子

中

山

髙

田
　

薫

横

瀬

生

家

道

雄

与
川
内

山

内

瑠

実

坂

本

（
敬
称
略
）

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
。
第
一

弾
と
し
て
県
知
事
と
県
議
選
挙
が
行
わ

れ
、
20
年
ぶ
り
に
新
し
い
知
事
が
誕
生

し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
に
よ
る
物

価
高
騰
対
策
な
ど
、
今
ま
で
経
験
し
た

事
の
な
い
大
変
な
時
代
に
、
こ
れ
か
ら

の
県
政
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
行
く
の

か
非
常
に
気
に
な
る
所
で
す
。

ま
た
、
勝
浦
町
で
も
6
月
に
町
議
会

議
員
選
挙
が
あ
り
、
前
回
は
無
投
票
で

し
た
が
、さ
て
今
回
は
ど
う
な
る
の
か
。

広
報
委
員
会
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
作

成
す
る
の
も
最
後
と
な
り
ま
す
。
少
し

寂
し
い
気
も
し
ま
す
が
、
さ
ら
に
進
化

で
き
る
よ
う
に
町
民
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
よ
り
良
い
広
報
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
住
み
良
い
勝
浦
町
に
し
て
行
く
た

め
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
い
き
た
い
。

花
房
勝
一

画像、写真等で
訴えていったらどうか。

いろんな世代の方に話聞いて
記事にするっていうのはすごく良いと思う。

どれだけの人が読んでるか
アンケートをとってほしい。

3月 27日　広報モニター会議を行いさまざまな意
見をいただきました。さらに伝わりやすい誌面づ
くりや議会活動ができるように活かしていきます。

子ども達がたくさん載っている表紙を見て
できれば名前を書いていただけたら。

令
和
の
始
ま
り
と
共
に
新

し
い
議
会
の
任
期
が
ス
タ
ー

ト
し
、
早
４
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。町

の
た
め
に
、
今
住
ん
で

い
る
町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
、
そ
し
て
自

分
も
人
と
し
て
成
長
で
き
る

よ
う
に
と
マ
ラ
ソ
ン
議
会
を

走
っ
て
き
ま
し
た
。

議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
を

活
か
し
な
が
ら
住
民
ニ
ー
ズ

を
裏
づ
け
提
案
し
、
議
員
や

議
会
が
良
い
仕
事
を
す
る
事

で
議
会
の
チ
ー
ム
力
は
高
ま

り
町
も
動
き
ま
す
。

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は

今
後
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
と

考
え
ま
す
。
地
域
の
未
来
像
を
議
論
し

意
思
決
定
す
る
事
、
多
様
な
民
意
を
集

約
す
る
議
会
の
役
割
は
更
に
重
要
と
な

り
ま
す
。

「
誰
が
や
ろ
う
が
自
分
に
は
関
係
な

い
」
し
か
し
生
活
の
仕
組
み
は
行
政
と

議
員
た
ち
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ど
う
か
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い

と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。「
議
員
に
な
っ

て
み
ん
な
の
役
に
立
ち
た
い
、
何
か
や

り
た
い
、
暮
ら
し
を
よ
く
し
た
い
」
そ

の
た
め
に
も
関
心
を
も
っ
て
、
声
を
出

し
て
参
画
し
て
ほ
し
い
と
強
く
願
っ
て

い
ま
す
。

町
議
会
の
活
動
に
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

勝
浦
町
議
会
議
長
　
美
馬
友
子

明るい未来に !!

 ● 2 月 9 日　愛媛県西予市議会
愛媛県西予市議会から議会だより編集委員会（7人）
が来町し、誌面づくりの工夫点やモニター制度の
仕組み等について意見交換しました。

全国コンクール１位の町との違いは
パッと斜め読みしただけで理解できる。

〈他自治体の議会広報もご覧になれます〉
令和 4年度町村議会広報表彰
https://www.nactva.gr.jp/html/commendation/result.html
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地域でガンバる人（地域のホシ）は、活動こそ各
おの
々
おの
で

すが、「地域を盛り上げる」というアツい想いは共通。
そんな共通の想いを持つ人はみんな「かつうらガンバ
ロウズ」の一員です。

議
会
だ
よ
り
か
つ
う
ら
　
　
令
和

5
年

4
月

30
日
発
行
　
第

95
号
　
　
発
行
：
徳
島
県
勝
浦
町
議
会
　
　
編
集
：
議
会
広
報
常
任
委
員
会

771-4395 徳
島
県
勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
久
国
字
久
保
田

3　
　
電
話
：

0885-42-2513

バスケットの魅力はもちろん、体を動かす
事の楽しさを教えてくれます。今年は徳島
県にもバスケットのプロチームが誕生しま
す。将来的には「Standup!」からプロ選手
が輩出される事を期待しています。

松
まつ

本
もと

 浩
ひろ

明
あき

1984 年生　勝浦町出身

【主な活動場所】町内体育館

6 年前に勝浦町に U ターン。令和 4 年 7 月
から「Standup! ミニバスケットボールクラ
ブ」を立ち上げるほか、幼児と親を対象にし
た「Standup!運動教室サークル」も運営。

クラブ立ち上げは、娘にバスケットボールを経
験させたかった事と、バスケットボールを子ど
もたちにコーチングする事で自分のスキルアッ
プに繋げたかった事の 2つが理由です。

少しずつ参加人数も増えて最近、練習中に男女
ミックスではありますが、5対 5の試合ができ
るようになりました。

今年は、県の大会に男女とも参戦する予定です。バス
ケットを初めて 1年も経たない子どもたちですが、毎
回の練習で着実に上達している姿が見れてコーチ陣は
嬉しく思っています。子どもたちが主体的にバスケット
ボールに取り組める環境を作る事を 1番に考えていま
す。町内外に関わらず保育園年長のお子さんからバス
ケットボールに興味がある人は体育館を覗きにきてく
ださい。

Standup!
ミニバスケットボールクラブ
【活動日】
火・木・土曜日　
【活動場所】
町内の体育館
【問い合わせ先】
松本浩明
h.matsumoto0525@icloud.com

町民の「笑顔」募
集！

https://formok.com/f/1chm9gnl

議会広報委員会では、みなさまか

らの表紙写真を募集しておりま

す。テーマは「町民の笑顔」！

詳細は下記 URL または QR コー

ドをチェック！

今回の表紙は、勝浦町子育て
交流支援センター（沼江）が
主催する「春の写真撮影会」
にお伺いしました。

カメラマンを呼んで親子で写
真を撮ってもらうイベントで、
センターには元気な声が響い
ていました。


